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幻聴症状を有する 18 歳から 64 歳までの統合失調症患者に対し、毎週 60 分・全 5 セッション
の構造化されたグループ心理教育の単群介入試験を行った。ベースラインと介入終了時（4 週後）
の 2 時点を評価時期とし、主要評価項目として妄想を 21-Item Peters et al. Delusions Inventory
（21-Item PDI)で評価した。21-Item PDI は、被害・関係念慮や誇大性、猜疑心など 11 項目の下
位尺度から構成される。また、副次評価項目として幻聴に対する認知（悪意、善意、影響力、抵
抗、関与）を Beliefs About Voices Questionnaire-Revised（BAVQ-R）、抑うつの重症度を Beck 




2009 年 3 月から 2011 年 7 月の間で計 22 人が参加し、全対象者が介入と評価を完遂した。男
女比は、1 : 1 で、年齢・罹病期間・入院回数の中央値は、それぞれ 32 歳（18-60）・57.5 カ月（4-336）・
1 回（0-8）であった。結果として、21-Item PDI の得点は、平均で 3.3 点改善した（95%CI: 1.4-5.1, 
P < 0.01）。また、幻聴に対する認知のうち、関与の変化量と 21-Item PDI の妄想得点の変化量と
の関連（F(1,20) = 5.679, P < 0.05）を認め、21-Item PDI の下位尺度の各項目のうち、関係念慮
（65%）や被害念慮（63%）の減少率が高かった。さらに、BDI-II は、平均で 4.6 点の改善を認














【対象および方法】18 歳以上 64 歳以下の幻聴症状を有する統合失調症患者に対し、毎週 60 分・全 5
回の構造化された集団心理教育の単群の介入試験を施行した。ベースラインと介入終了時（4 週後）
を評価時点とし、主要評価項目として妄想を 21-Item Peters et al. Delusions Inventory（21-
Item PDI)で評価した。21-Item PDI は、11 項目の下位尺度（被害・関係念慮や誇大性、猜疑心な
ど）から構成される。また、二次評価項目として幻聴に対する信念（悪意、善意、影響力、抵抗、関
与）を Beliefs About Voices Questionnaire-Revised（BAVQ-R）で、抑うつの重症度を Beck 
Depression Inventory-II (BDI-II)で評価した。本研究は、八事病院の倫理審査委員会の承認を得た
上で、対象者から書面による同意を得て実施した。 
【結果】2009 年 3 月から 2011 年 7 月の期間で、全対象者 22 人が介入と評価を完遂した。男女比は
1 : 1 で、年齢/罹病期間/入院回数の中央値は、それぞれ 32 歳（18-60）/57.5 か月（4-336）/1 回
（0-8）であった。結果として、21-Item PDI 得点は、平均 3.3 点の改善を認めた（95%CI: 1.4-5.1, 
P < 0.01）。さらに、幻聴に対する認知に関し、関与の変化量と 21-Item PDI 得点の変化量との有意
な関連（F(1,20) = 5.679, P < 0.05）を認め、21-Item PDI の下位尺度の各項目では、関係念慮
（65%）や被害念慮（63%）が高い減少率を示した。また、BDI-II は、平均 4.6 点の改善を認めた





















  論文審査担当者 主査 早野 順一郎      副査 松川 則之、明智 龍男 
 
